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制御盤の電源切り （非常押しボタンのランプ） 消灯 ８ ・ 補 助 警 報 器 正 面 図
制御盤故障表示点灯 （非常押しボタンのランプ） 消灯
待機時 （非常押しボタンのランプ） 点灯 ・ 制御盤の電源が入ると電源表示ランプ（緑色）が点灯します。

２) 各非常用押しボタンを押した時の、動作確認 ・ 発報試験ＳＷ✻ ➃ が常用（発報する）試験（発報しない）側にかかわらず押し釦を押すと発報
特殊信号発光機（使用時） 非常押しボタンのランプ 点滅 表示灯が点滅し警音ブザーで報知します。警音停止ＳＷを押して、警音のみ停止できます。
制御盤 警報鳴動、発報表示点灯、発報表示ランプ点滅 ・ 制御盤の発報解除✻ ⑦を押すことにより、増設警報器の発報表示が連動して消灯します。
補助警報器（使用時） 警報鳴動、発報表示点滅 ・ 制御盤の故障表示✻ ⑩⑪⑫が点灯時、警報器の故障ランプが点灯し、ブザーで故障を報知
発報、故障時回転灯 回転灯が個別に点灯 します。警音は、故障警音停止ＳＷで止められます。
以上の試験で、正常な動作が確認出来ない場合、電源を切り、再度チェツク をおこなう。 ・ 制御盤の電源ＯＦＦ、又は故障の時は増設警報器の電源表示灯が消灯します。

６－３ ・ 発光機の動作確認 ・ 制御盤の故障表示が出ている時には、増設警報器で之を知らせ、故障ランプとブザーが鳴
１） 発光機には極性（＋）(－）が有り、逆接続で待機時に薄く点灯(点滅）しており発報時に 動し続ける為、故障警音停止ＳＷで止めて下さい。尚増設警報器ケーブル断線のみ故障表

は消灯し、必要時に全く効果を生さない為、又薄く点灯状態で使用 して列車を止め、事 示は、出ない場合が有ります。（断線したケーブルで異なる。）
故に成りますので、 設置及び配線換えののちには必ず 発報試験を行って下さい。 【✻ 】 はＰ５の制御盤正面図参照故に成りますので、 設置及び配線換えののちには必ず 発報試験を行って下さい。 【✻ 】 はＰ５の制御盤正面図参照

２) ＬＥＤ発光機に光を遮光する袋を、被せた状態で発光試験を行います。
３） 制御盤の非常押しボタン⑧または、非常用押しボタン箱で発報させＬＥＤ発光機の点滅

を袋を被せた状態で確認します。（トランシーバー等で連絡）
４） 制御盤には非常押しボタン（発報表示）⑧が点灯、発報表示ランプ⑪が点滅し、警音ブ

ザーが鳴動します。
５） 以上の動作確認を終了ののち制御盤の警音停止⑥を押して警音の鳴り止みを確認し、

発報解除⑦を押して待機状態に戻して下さい。
７ ・ 操作方法
７－１ ・ 装置の作動
１) 制御盤の電源スイッチを入りにします。
２ 電源表示②が点灯し、電源電圧計③が２４Ｖ～２７Ｖを示します。
３) 制御盤の発振表示ランプ（緑色）⑪が点滅します。
４) 他の表示は消灯しています。

７－２ ・ 装置の停止
１） 制御盤①の電源スイッチを切り側にします。
２） 全ての表示が消灯します。

７－３ ・ 緊急時の操作
１) 非常用押しボタン箱の窓硝子を強く押し破り、中の押しボタンを押して下さい。

（非常押しボタンのランプが点滅）（非常押しボタンのランプが点滅）
発光機（ＬＥＤ）が点滅し、接近する列車に「危険」を知らせます｡

７－４ ・ 発報解除
制御盤の警音停止⑥を押すと、警音が止ります。発報解除⑦を押すと発報表示灯⑧とラ
ンプ⑪が消灯 します。（待機状態になる）

７－５ ・ 故障時の操作
１） 回路が断線・短絡・電圧が低下すると、各故障ランプ⑩が点灯し、故障警音

ブザーが鳴動します。発光機回線状態⑪、NO1～NO7のＬＥＤ及びケーブルが断線、短
絡をしている時も同様です。

２) 故障個所の復旧は速やかに行って下さい｡
３） 故障警音ブザーは、故障警音停止スイッチを停止側（押し込んだ状態）にすると鳴り止み

ます｡復旧後は、故障警音停止スイッチを鳴動側に戻してください。 ９ ・ 各電池の使用時間と寿命
１）蓄電池箱（充電式電池ＰＥ１２Ｖ－１７ＡＨ×２）電池入りで常時充電（浮動充電式）

停電時連続使用時 待機時約３２時間 発報時約５時間
電池寿命約３年

（３） （４）



10 ・ 制 御 盤 正 面 図

【注 意】

発報試験ＳＷ④は常用側で発光機発報、試験側で発光機発報を禁止させますので常用側にしておく事。

尚ＳＷ切替時は、ＳＷを手前に引きながら倒し、試験側にすると、電源表示②は消灯します。（点検時に使用）

（５）



押ボタンの電源は制御盤より供給されますので制御盤のＳＷを入れる事により
ＬＥＤ表示ランプが点灯し、発報時、点滅に変わります。電源供給状態は電圧チ
エックボタンを押して電圧チエックランプ点灯で確認できます。

（６） （７）



（８）（８）
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１３ ・ 接 続 Ｂ Ｏ Ｘ １４ ・ 回 転 灯 使 用 方 法

発報表示回転灯 故障表示回転灯

回転灯リレーＢＯＸ

１） リレーＢＯＸ端子１．２を発報表示回転灯と結線させる。

２） リレーＢＯＸ端子３．４を故障表示回転灯と結線させる

３） 回転灯リレーＢＯＸを制御盤裏面のコネクターに入れる。

４） ＡＣ１００Ｖを供給させる。

５） リレーＢＯＸのブレーカのＯＮ状態を確認する。

６） 発報時に回転灯が点灯する。

７） 制御盤故障表示⑩⑪（Ｐ５の１０制御盤正面図参照）が点灯時回転灯が点灯する。

※ 注 意 （故障表示回転灯のみ）

制御盤までのケーブル配線が逆の場合、発光機回線状態⑫の ※ （ 注 意 ）

短絡ランプ点灯と警音⑨が鳴動します。 制御盤の電源ＳＷを入れた時、故障表示回転灯のみ瞬間点灯する。

（回転灯良否確認）

（９） （１０）

user
線



１５ ・ 工事用列車停止装置 ＨＨＫ－４C （ＬＥＤ） 点検表

点 検 項 目 良 否

１－１ 電源未投入の状態で外部配線のチェツク。

１－２ 特殊信号発光機（ＬＥＤ）に遮光袋を被せる。

１－３ 制御盤の電源を入れ、発光機回線状態の断線、短絡表示の消灯を確認。（電源表示ランプ点灯及び発信ランプ点滅）

１－４ 制御盤の電圧チェツクＡＣ１００Ｖ供給時 ＤＣ２４Ｖ～２７Ｖ（電圧メーターで確認）

１－５ 制御盤の電圧チェツクＡＣ１００Ｖ供給用プラグを引き抜いたとき ＤＣ２４Ｖ±２Ｖ

－非常押しボタン箱のチェツクー－非常押しボタン箱のチェツクー

２－１ 非常押しボタン箱の回路チェツク（電圧チェツクボタン）ランプ点灯を確認。

２－２ 非常押しボタン箱の接続ケーブルを開放、短絡し制御盤の故障ランプが正しく点灯すること。

２－３ 他のケーブルの断線、短絡でも押しボタン箱のランプ表示が消灯すること。
下記の試験は短絡保護回路、電源回路にダメージを与えるので、通常点検は必要ありません。

２－４ 非常押しボタン用ケーブルの赤ー黒間を短絡すると、制御盤の短絡保護回路が作動し故障ランプが点灯。 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊

２－５ 制御盤、短絡保護回路の解除は電源スイッチを切側にして、数秒後に再投入します。 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－制御盤のチェツクー

３－１ 待機状態時、制御盤の電源表示灯点灯及び発振ランプの点滅を確認。

３－２ ＬＥＤ発光機のケーブルを開放、短絡し発光機回線状態の断線、短絡ランプが正しく点灯する事を確認。

３－３ 同上試験で制御盤の警報ブザーが鳴動する事を確認。

－増設警報器ー

３－１ 制御盤の電源を入れ、待機状態で、警報器の電源表示灯が点灯｡

３－２ 制御盤の発報試験を試験側、もしくは遮光袋を被せた状態で非常押しボタンを押し、警音ブザーと発報表示鳴動。

３－３ 警音停止ボタンを押して、警音ブザーのみ停止。

３－４ 制御盤側の復帰ボタンを押して待機状態にすると、警報器の発報表示が消灯。

－発報試験ー

４－１ 発報試験は特殊信号発光機（ＬＥＤ）に遮光袋を被せた状態で行う。 （発報試験ＳＷ➃ が常用側を確認）

４－２ 非常押しボタン箱を操作して、発報試験を行う。発光機が設置数発報した事を確認。

４－３ 特殊信号発光機（ＬＥＤ）が、発報時は非常押しボタンランプの、表示灯が点滅している事を確認。

４－４ 制御盤の警音ブザーが鳴動、発報表示灯点灯、発報表示ランプ点滅、非常押しボタン表示灯点滅を確認。

４－５ 警音停止、発報解除スイッチで待機状態に戻す。４－５ 警音停止、発報解除スイッチで待機状態に戻す。
４－６ 正常の場合特殊信号発光機（ＬＥＤ）遮光袋を外す。

（１１）



制御盤動作チェツク方法

対 処
電源スイッチ①をONにする 発光機制御盤⑪の発報 非常押釦ON状態になっていないか確

ランプ点滅 認（発報状態）

発光機回線状態⑫の断 ・発光機が接続されていない。
Y E S 線ランプ点灯 ・発光機までのケーブル断線
発光機制御盤⑪の発信ランプ Ｎ Ｏ ・接続BOX、端子入力L１、L２及び端子
緑色点滅 の緩み確認。

発光機回線状態⑫の短 ・発光機までのケーブル短絡
➩

➩

9 8
7

3
10

発光機回線状態⑫の短 ・発光機までのケーブル短絡
絡ランプ点灯 ・発光機接続BOX端子の逆接続
発信回路故障ランプ点 発信ランプが消灯し、発信回路不良
滅

Y E S
電源メーター③が２４Ｖ指示 Ｎ Ｏ ・ヒューズF1.F2.F3確認
電源表示②が点灯 ・ＡＣコンセット及び絶縁トランスのブレーカ確認

故障表示⑩が点灯
●ＡＣ電源ＯＦＦランプ ・ＡＣコンセントが抜けている
点灯 ・絶縁トランスのブレーカが飛んでいる

●電圧低下ランプ点灯 ・バッテリーのみでの使用
Y E S Ｎ Ｏ ●ブレーカＯＦＦランプ点 ・押釦ケーブルの短絡
故障表示⑩が消灯、警音無し 灯 （短絡復旧ののち制御盤裏面のブレー

カを入れる）
●押釦断線、短絡ランプ ・押釦ケーブルの断線、短絡確認

➩

➩

➩
➩ 7

2

1

4

6

5

12

11

●押釦断線、短絡ランプ ・押釦ケーブルの断線、短絡確認
点灯 ・押釦本体の確認

●増設警報器断線、短絡・警報器ケーブルの断線、短絡確認
ランプ点灯 ・警報器本体の確認

Y E S Ｎ Ｏ
非常押釦ランプ点灯 ●押釦ランプ点滅 発報解除を押しても点灯に変わらなけ

れば使用禁止（修理依頼）

正 常

➩

➩
➩

(12)



特殊信号発光機発報試験方法

発 報 試 験 （ 待 機 状 態 ）

1 発光機に遮光袋をかぶせる Ａ 発報試験ＳＷ④を試験側にする
（発報禁止が、かかる）

（ 列 車 間 合 確 認 後 ） （ 列 車 間 合 確 認 後 ）

2 非常押し釦箱又は発報押釦⑧を押す Ｂ 非常押釦箱又は発報押釦⑧を押す➩
➩

３
７

８９１０

１１

６

５

２

１➩

3 ・発報押釦⑧ランプ点灯 Ｃ ・発報押釦⑧ランプ点灯
・警音⑨鳴動 ・警音⑨鳴動
・発報表示⑪発報点滅 ・発報表示⑪発報消灯

4 ・発光機設置数点滅 Ｄ ・発光機設置数消灯

5 非常押釦箱ランプ点滅 ・増設警報器鳴動、表示灯点滅 Ｅ 非常押釦箱ランプ点灯 ・増設警報器鳴動、表示灯点滅
・回転灯点灯 ・回転灯消灯

6 ・警音停止釦⑧を押す（警音停止） Ｆ ・警音停止釦⑧を押す（警音停止）
・発報解除⑦を押す（発報解除） ・発報解除釦⑦を押す（発報解除）

➩ ➩

➩
➩

➩
➩ ➩

➩
➩

➩

１２

４

7 ・発光機消灯 ・増設警報器発報表示消灯 Ｇ ・発光機消灯 ・増設警報器発報表示消灯
・非常押釦箱点灯 ・回転灯消灯 ・非常押釦箱点灯 ・回転灯消灯

8 制御盤待機状態になる Ｈ 制御盤待機状態になる

9 発光機の遮光袋を外す Ｉ 発報試験ＳＷ④を常用側に戻す

10 正 常 Ｊ 正 常

➩➩

➩
➩

➩
➩

➩
➩ ➩

➩

(13)
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